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౰ࣾは、電波のप波਺෼ྨの一ͭで͋る「マイクロ波（電
波の中で最΋短い波௕域）」、「ミリ波（波௕͕̍ʙ ��ᶱ、
3� ʙ 3��(H[ のप波਺の電波）」の設計及び開発、製造、
ൢച·でͬߦている。

これ·ではओに、研究機関向けにマイクロ波、ミリ波を部
品レベルで製造し、提ڙしていた。例え͹、ヘリコプター͕
高ѹ電ઢに接触すること͕ͳいよ͏、センサーでそれを検出
する装置等で͋る。౰ࣾでは、このセンサーの装置શ体を
製造するのではͳ͘、装置の一部に組み込·れるճ࿏部品
ͩけを製造し、これを組み込み装置として提ڙしていた。こ
のճ࿏部品に対するධ価は高͔ͬた΋のの装置の一部෼で
͋り、製品として付加価஋にܽけること͕՝୊とされてきた。

౰ࣾは、部品単体の製造ではͳ͘、部品を組み合Θせた
センサー等装置の׬成品製造を໛ࡧし、センサーを利用し
た装置の研究を進め、「自཯૸ߦ型ロボット向けのミリ波ଳ
電波を用いたレーダー方式測域センサー」を׬成させた。

ミリ波ଳ電波レーダー方式測域センサー（ҎԼɿ「ミリ波
測域センサー」）は、ࠃ内֎ॳの׬成品で͋ͬた。

市ൢされている自཯૸ߦ型ロボット用測域センサーは、光
を使用しているレーβー式で͋るため、ೱໄやਧઇといͬた
ѱఱީの場合、光͕ःΒれるため検஌は不Մ能とͳる。こ
れに対し、「ミリ波測域センサー」は電波の൓ࣹにより検஌
するため、ࢹ界不良で͋ͬて΋電波はःΒれることはͳ͘、

1. 実施した経緯

2. 実施した内容

試作品を製造するため、ຊ事業により「ミリ波ベクトルネッ
トワークアφライβ」とい͏装置を導入した。この装置は「ミ
リ波測域センサー」の電子ճ࿏部෼の電気的特性の測定に
使用する΋ので͋る。現在、この装置を所有しているのは、
Βれている。౰ࣾݶ設や大手企業の研究所等にࢪの研究ࠃ
はこれ·で 2� ೥Ҏ上にΘたり、ミリ波やマイクロ波の研究
に取り組Μできた実੷͕͋り、ࠃの研究ࢪ設や大手企業の
研究所等の研究ࢪ設にྼΒ͵技術を持ͬていると自ෛしてい
る͕、౰ࣾの研究開発用の設備は、ࠃの研究ࢪ設や大手企
業の研究所等にྼるレベルで͋ͬた。「ミリ波ベクトルネット
ワークアφライβ」の導入はڝ合ଞࣾに先ۦけ、ಠ自性の
͋る研究開発を進めΒれるよ͏にͳͬた。

੒Ռ
性能向上とコスト削減を達成し、
試作品を完成させ、ロボット用測
域センサーの商品化に大きく前進
した。防災、建築方面での研究
開発、商品化も見据える。

Ңܦ
「マイクロ波」「ミリ波」を部品レ
ベルで製作していたが、アプリ
ケーションまで担うことが重要で
あるととらえ、センサー装置の開
発に乗り出す。

಺༰ࢪ࣮
国の研究施設や大企業の研究所等に所有が限
られる「ミリ波ベクトルネットワークアナライ
ザ」を本事業により導入。同装置を使用し「ミ
リ波測域センサー」の試作品を製造。性能の
向上とコスト削減に取り組んだ。
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3. 取り組みの成果
4. 今後の取り組み

「ミリ波ベクトルネットワークアφライβ」の導入により、
プロトタイプ「ミリ波測域センサー」の̎ͭの性能改善をਤ
ること͕できた。

ͻとͭは、マイクロストリップライン（電࣓波を఻ୡする
఻ૹ࿏）と導波؅（電࣓波の఻ୡに用いΒれる構造体）ม
部の特性改善で͋ͬた。「ミリ波測域センサー」͔Β被測׵
定空ؒに対し、効率よ͘電波の入出力を͏ߦためにඞཁͳ
部෼で͋り、「ミリ波ベクトルネットワークアφライβ」によ
り電気的特性を確ೝしͳ͕Βの調査͕ඞཁで͋り、このアφ
ライβの導入͕͋ͬた͔Βこその特性改善にͭͳ͕ͬた。

΋͏ͻとͭは、電波໔ڐ取ಘの効率化͕ਤΒれたことで
͋る。「ミリ波測域センサー」の԰֎使用には、૯຿লの໔
取ಘ͕ඞཁで͋り、「ミリ波ベクトルネットワークアφライڐ
β」͕ͳい場合は、電気的特性の測定データを検査機関に
持ͪ込Μで検査を受けͳけれ͹ͳΒͳ͔ͬた。この装置の導

ຊ事業による「ミリ波ベクトルネットワークアφライβ」の
導入は、「ミリ波測域センサー」のハードウェア部෼の特性
改善とコストダウンの成Ռ͕ಘΒれ、商品化の実現に向け大
き͘લ進し、̎୆の試作品を׬成させている。現在、その̍
୆は、「ミリ波測域センサー」のさΒͳる性能の向上をਤる
ため、新ׁ大ֶ山田研究室でソフトウェア開発͕進Μでいる。

ロボットをߦ付きの自動૸「ミリ波測域センサー」、ޙࠓ
製作し、トϤタ自動車東೔ຊ構内で資材の自動ൖૹに活用
されることを目ඪとしている。

·た、「ミリ波測域センサー」の改良を進める上で、この
センサーはݐ築構造物の内部ಁࢹや土࠭֐ࡂの土࠭ྲྀ出
、ޙࠓに応用͕Մ能で͋ること͕൑明した。この݁Ռはࢹ؂
๷ࡂやݐ築とい͏新෼໺で΋利用Մ能ͳ製品として研究開
発、商品化の実現΋ݟਾえている。

利ศ性に༏れるためニーズには高い΋の͕͋る。し͔し、「ミ
リ波測域センサー」は、光を使ͬているレーβー式にൺ΂、
コストׂ͕高ͳため、商品化のためには一૚の性能向上と
と΋に製造コストの࡟減͕ٻめΒれている。

自ࣾで「ミリ波測域センサー」を׬成させるલにطに、ࠃ
立研究開発法ਓ電子ߤ法研究所と共同で開発・製造したプ
ロトタイプ（実ݧ的に作Βれた試作品）の「ミリ波測域セン
サー」͕͋り、ຊ事業によりこのプロトタイプを改良し、コ
ストを࡟減した試作品を׬成させ、商品化へ目్をͭけるこ
ととした。

試作品の電気的特性਺஋を「ミリ波ベクトルネットワーク
アφライβ」で測定しͳ͕Β、ඞཁとする਺஋͕出る·で試
作品の改良と測定を܁りฦしͬߦた。試作品の製造と並ߦ
して、試作品内部の部品を内製化することとした。この部品
はࠃ内では生産されていͳいため、ւ֎͔Βの༌入とͳれ
͹高ֹにͳるためで͋る。機構部品をは͡めとした部品͔Β
工作機ցを用いて製造にྟΜͩ。

入は、ࣾ内で電気的特性の測定を進めること͕Մ能とͳり、
໔ڐ取ಘの効率化とॾܦඅの࡟減に݁びͭいた。

部品の内製化に΋大きͳ進ల͕みΒれた。「ミリ波測域セ
ンサー」製造コストの ��ˋを઎める中਻部品の内製化͕ਤ
Βれたことで͋る。内製化͕Մ能とͳͬたことは、ޙࠓの製
造におけるコストダウンのՄ能性に目్͕ͭいた。

「自律走行型ロボット向けのミリ波帯の電波を用いた
レーダー式測域センサー」の試作品。

内部に入る IC（集積回路）を、金のワイヤーで
配線する（ワイヤーボンディング）。

本予算で導入した「ミリ波ベクトルネットワークアナライザ」
により、社内測定が可能に。

作業にあたるのは、ベトナム人の正社員。
グローバルなメンバーで開発に取り組む。

センサーの需要と新規性の高さに着
目し、世界を見据え挑戦する代表取
締役の森沢茂紀さん。

マイクロ波、ミリ波の設計及び開発、製造、販売
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